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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
九
号
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
三
月

『
源
氏
物
語
』
の

�風

倉
田

実

�キー
ワ
ー
ド

�平
安
貴
族
邸
宅
、
寝
殿
造
、
室
礼
、

�障
具
、
六
曲
一
双

は
じ
め
に

平
安
貴
族
邸
宅
の
様
式
と
な
る
寝
殿
造
に
必
須
の

�障
具
類
が
、『
源
氏
物
語
』

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
や
働
き
が
あ
る
の
か
を
、
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
論
で

考
え
て
み
た

（
１
）。
今
回
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
る
全

41用
例
（
以
下
、
用
例

の
出
現
順
に
丸
数
字
を
付
す
）
あ
る

�風
を
採
り
上
げ
て
、
そ
の
役
割
に
応
じ
た

分
類
を
ほ
ど
こ
し
な
が
ら
、
物
語
展
開
と
の
か
か
わ
り
を
意
義
づ
け
て
み
た
い
。

�風
に
つ
い
て
は
、

�風
歌
や

�風
絵
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
展
し
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

小
稿
の
モ
チ
ー
フ
は
寝
殿
造
で
あ
り
、

�風
の
あ
る
風
景
に
な
る
。
引
用
す
る
文

学
作
品
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
そ
の
他
の
史
料
は
末
尾
に
記
載
す
る
。

一

�風
の
「
六
曲
一
双
」
形
式
に
つ
い
て

平
安
時
代
の

�風
は
、
長
方
形
の
枠
組
に
桟
を
組
み
、
表
裏
に
麻
布
や
紙
で
下

貼
り
し
た
上
に
本
紙
を
張
っ
て
絵
を
描
き
、
周
囲
を
縁
取
っ
て
襲 お
そ
ひと
呼
ぶ
縁
木
で

押
さ
え
、
四
隅
の
角
に
帖
角
と
呼
ぶ
Ｌ
字
の
金
具
を
打
付
け
て
い
た
。
こ
れ
を
一

扇
（
曲
、
枚
と
も
）
と
し
、
二
、
四
、
六
扇
な
ど
を
接
扇
で
繋
ぎ
一
帖
と
し
た
の

で
、
全
面
が
一
画
面
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
各
扇
に
は
縁
取
り
が
あ
っ
た
。
こ
の

様
子
は
徳
川
本
『
源
氏
物
語
絵
巻
』「
柏
木

�」
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た

�風
は
、
室
町
時
代
に
な
っ
て
、
六
扇
の
二
帖
で
一
組
に
す
る
「
六

曲
一
双
」
形
式
に
な
っ
た
と
す
る
の
が
、
美
術
史
で
の
定
説
（
２
）と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
奈
良
時
代
か
ら
す
で
に
「
六
曲
一
双
」
形
式
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
の
点
を
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
六
曲
一
双
」
と
思
わ
れ
る
史
料
は
、

以
下
の
よ
う
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

�

山
水
畫

�風
一
具
両
畳
十
二
扇
（『
国
家
珍
宝
帳
（
東
大
寺
献
物
帳
）』）

『
国
家
珍
宝
帳
』
は
東
大
寺
正
倉
院
の
宝
物
の
目
録
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
山

水
畫

�風
一
具
両
畳
十
二
扇
」
の
よ
う
に
「
一
具
両
畳
」
な
ど
と
の
記
載
が
認
め

ら
れ
る
。「
畳
」
は
後
の
帖
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
記
載
は
他
に
も
あ
る
一
方
で
、

「
山
水
畫

�風
六
扇
」
と
い
う
記
載
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
す
る
と
、

一
帖
で
使
用
さ
れ
る
場
合
と
、
一
具
両
畳
（
一
組
二
帖
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

�の
用
例
は
、
六
曲
一
双
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
以
下
、
平
安
時
代
の
用
例
を
幾
つ
か
見
て
お
く
。

『
源
氏
物
語
』
の

�風
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�

延
長
七
年
三
月
廿
八
日
大
后
御
記
云
、
お
と
ゝ
の
御
賀
を
実
頼
の
中
将
つ

か
う
ま
つ
れ
り
。
四
尺
の

�風
二
よ
ろ
ひ
、
御
て
を
う
へ
に
か
ゝ
せ
た
て
ま

つ
ら
せ
給
。（『
河
海
抄
』「
若
菜
上
」
巻
）

藤
原
穏
子
の
『
大
后
御
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
二
よ
ろ
ひ
」

（
二
具
）
と
あ
り
、
一
双
が
二
具
、
す
な
わ
ち
四
帖
作
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。�

承
平
三
年
八
廿
、
康
子
内
親
王
着
裳
［
叙
三
品
］
。
小
一
条
大
臣
結
御
裳

腰
、
滋
野
内
侍
理
髪
、
尚
侍
結
髻
。
有
献
物
［
王
卿
已
下
執
］。
給
尚
侍
物
、

四
尺

�風
二
双
、
地
敷
二
枚
、
茵
台
三
双
、（『
西
宮
記
』
臨
時
七
・
内
親
王

着
裳
）

康
子
内
親
王
裳
着
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
裳
着
で
、
腰
結
・
理
髪
・
結
髻
の
三

役
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
間
違
い
で
、
尚
侍
満
子
が
腰
結
役
、
典
侍
幸
子
が
理
髪

役
で
あ
っ
た
（
３
）。
そ
の
満
子
へ
の
贈
物
の
中
に
「
四
尺

�風
二
双
」
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。「
双
」
は
、「
地
敷
二
枚
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
二
帖
の
意
で

は
な
く
、
一
双
に
な
る
。
四
帖
、
贈
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

�

三
尺
の

�風
四
帖
、
唐
綾
に
唐
土
の
人
の
絵
描
き
た
り
け
る
を
、
こ
こ
に

て
、
大
将
の
張
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
一
具
づ
つ
、
二
つ
の
楼
の
浜
床
の
後
ろ
に

立
て
た
り
。（『
う
つ
ほ
物
語
』
楼
の
上
・
上
巻
・
四
六
〇
頁
）

物
語
の
用
例
に
な
る
。
仲
忠
の
三
条
京
極
邸
の
室
礼
で
、
四
帖
の

�風
を
「
一

具
づ
つ
」
、
東
西
の
二
つ
の
楼
の
浜
床
の
後
ろ
に
置
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
一
具
」
も
一
双
の
こ
と
で
、
二
帖
一
組
で
二
つ
の
楼
に
そ
れ
ぞ
れ
置
い
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
一
具
ず
つ
」
に
対
し
て
新
全
集
頭
注
は
「

�風
一
帖

ず
つ
、
の
意
」
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
双
形
式
が
室
町
時
代
成
立
と
す
る
美

術
史
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
類
聚
雑
要
抄
』
に
は
、

御
帳
台
の
後
ろ
に
二
帖
置
か
れ
た
指
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

�は
、
一
双

の

�風
が
御
帳
台
の
後
ろ
に
室
礼
さ
れ
た
用
例
と
見
な
す
の
が
順
当
と
思
わ
れ
る
。

�

自
内
裏
被
奉
中
宮
御
産
雑
具
事
（
略
）
五
尺
御

�風
三
双
、
四
尺
御

�風

三
双
［
以
白
綾
張
之
、
裏
以
黒
綾
張
之
、
縁
高
麗
、
金
物
等
如
尋
常
時
］

（『
御
産
部
類
記
』
所
収
「
不
知
記
」
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
八
月
十
一
日

条
）

中
宮
彰
子
出
産
の
記
録
で
あ
り
、
御
産
の
室
礼
用
の

�風
の
記
載
と
し
て
興
味

深
い
。
大
き
さ
の
違
う
白
張
り
の

�風
が
、
三
双
＋
三
双
で
、
十
二
帖
新
調
さ
れ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ○
此
日
姫
宮
御
着
袴
（
略
）
脇
息
、
御
座
等
小
。
三
尺
五
寸

�風
二
双
、

（『
御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
四
月
七
日
条
）

禎
子
内
親
王
袴
着
の
記
録
で
あ
る
。
子
ど
も
用
の
小
さ
め
の

�風
二
双
が
新
調

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
双
は
、

�の
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
よ
う
に
御
帳
台
の

後
ろ
に
室
礼
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
日
条
に
は
、「
御
厨
子
一
双
」「
御
櫛
筥
一

双
」
な
ど
と
あ
る
の
で
、

�風
は
四
帖
作
ら
れ
、
二
帖
で
一
組
に
な
っ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

こ
う
し
て
見
る
と
「
一
双
」
は
奈
良
時
代
か
ら

�風
の
基
本
的
な
形
式
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
几
帳
が
一
双
で
用
意
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、

�風
も

一
帖
形
式
と
共
に
一
双
形
式
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
後

に
「
東
屋
」
巻
の
用
例
で
再
度
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

先
の

�の
産
屋
用
の
室
礼
に
、

�風
が
十
二
帖
新
調
さ
れ
た
記
事
が
あ
っ
た
の

で
、
つ
い
で
に
一
邸
宅
で
ど
の
く
ら
い

�風
が
必
要
で
あ
っ
た
か
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

キ○
土
御
門
殿
寝
殿
以
一
間
［
始
自
南
庇
至
北
庇
間
也
。
簀
子
・
高
欄
相
加
］

配
諸

受
領
、
（
略
）

伊
予

守
頼

光
家
中
雑
具

皆
悉
献
之
、

…

�風
二
十
帖
、

几
帳
二
十
基
云
々
、
希
有
之
希
有
事
也
、（『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一

八
）
六
月
二
十
日
条
）

ク○
母
屋
調
度
＝
五
尺

�風
十
二
帖
、
廂
調
度
＝
四
尺

�風
二
帖
、
北
廂
調
度
＝

五
尺

�風
六
帖
（『
類
聚
雑
要
抄
』
巻
四
）

キ○
は
藤
原
道
長
の
土
御
門
邸
焼
亡
再
建
の
際
に
、
源
頼
光
が
「
家
中
雑
具
」
の

一
切
を
献
上
し
た
と
い
う
記
事
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
は
土
御
門
邸
全
体
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
寝
殿
用
の
調
度
品
一
切
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

�風
に
関
し
て

は
、
二
十
帖
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
は
寝
殿
造
の
寝
殿
に
基
本
的

―26― （26）



に
必
要
な
数
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
摘
記
し
た
ク○
の

『
類
聚
雑
要
抄
』
で
確
認
で
き
る
。
母
屋
に
十
二
帖
、
南
廂
に
二
帖
、
北
廂
に
六

帖
を
置
く
と
い
う
記
述
に
な
り
、
足
し
算
を
す
れ
ば
二
十
帖
に
な
る
。
こ
れ
が
貴

族
邸
宅
の
寝
殿
に
必
要
な

�風
の
数
な
の
で
あ
っ
た
。
二
十
帖
の

�風
が
母
屋
や

廂
に
室
礼
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
室
礼
と
し
て
の

�風

�風
の
機
能
は
、
開
放
的
な
寝
殿
造
の
室
内
空
間
を
隔
て
た
り
、
区
画
し
た
り

す
る

�障
具
と
し
て
の
役
割
が
基
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
の
調
度
品
な
ど
と
共

に
室
内
装
飾
の
役
も
担
っ
て
い
た
。
他
の

�障
具
と
の
違
い
は
、
障
子
は
取
り
外

し
可
能
と
は
言
え
固
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

�風
は
移
動
可
能
で
あ
り
、
几

帳
よ
り
も
区
画
性
・
遮
蔽
性
が
強
い
と
い
う
点
が
特
徴
と
な
ろ
う
。

�風
の
設
置
は
「
立
つ
」「
添
ふ
」「
広
ぐ
」
あ
る
い
は
「
し
つ
ら
ふ
」
な
ど
の

語
で
示
さ
れ
、
隔
て
と
し
て
邪
魔
に
な
れ
ば
「
引
き
開
く
」「
押
し
開
く
」「
引
き

や
る
」
な
ど
と
さ
れ
て

�風
の
向
こ
う
側
へ
の
移
動
が
示
さ
れ
る
。
不
要
に
な
れ

ば
「
畳
む
」
と
さ
れ
て
、
隔
て
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

�風
は
基
本
的
に
こ
う
し
た
語
彙
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
晴
の
時
も
、
褻
の
時
に

も
室
礼
に
供
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
最
も
多

い
用
例
は
、
室
礼
の
あ
り
よ
う
を
語
る
時
に
な
り
、
そ
れ
も
晴
の
場
合
に
な
っ
て

い
る
。
以
下
、
こ
の
節
で
は
、
多
様
な
室
礼
と
の
か
か
わ
り
で
語
ら
れ
る

�風
の

あ
り
よ
う
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
先
に
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
、

�風
の
語
の

前
に
示
す
○
数
字
は
、『
源
氏
物
語
』
の
初
出
順
で
あ
る
。

日
常
生
活
に
お
け
る
室
礼
を
、
そ
れ
と
し
て
語
る
例
は
、
次
の
一
例
と
、
Ｆ
の

家
尼
用
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
他
の
場
合
は
、
儀
式
・
行
事
な
ど
と
か
か
わ
っ
て
、

Ｂ
以
下
の
よ
う
な
晴
の
場
合
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

�

こ
な
た
は
住
み
た
ま
は
ぬ
対
な
れ
ば
、
御
帳
な
ど
も
な
か
り
け
り
。
惟
光

召
し
て
、
御
帳
、
⑥
御

�風
な
ど
、
あ
た
り
あ
た
り
し
た
て
さ
せ
た
ま
ふ
。

（
若
紫
巻
・
二
五
六
頁
）

二
条
院
西
の
対
に
紫
君
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
際
の
室
礼
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
誰
も
住
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
御
帳
台
や

�風
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
御
簾

や
障
子
な
ど
は
す
で
に
室
礼
さ
れ
て
お
り
、
寝
具
と
共
に
区
画
性
の
あ
る

�風
が

用
意
さ
れ
、
住
み
や
す
く
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
単
に

�風
が
示
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
有
意
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

室
内
で
の
儀
式
・
儀
礼
に
は
調
度
品
が
新
調
さ
れ
て
宝
礼
に
供
さ
れ
、
終
わ
る

と
贈
物
に
さ
れ
た
り
す
る
。

�風
に
関
し
て
は
、
光
源
氏
の
四
十
の
賀
で
多
く
語

ら
れ
、
三
回
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
玉
鬘
主
催
の
場
合
で
あ
る
。

�

南
の
殿
の
西
の
放
出
に
御
座
よ
そ
ふ
。
⑰

�風
、
壁
代
よ
り
は
じ
め
、
新

し
く
払
ひ
し
つ
ら
は
れ
た
り
。
う
る
は
し
く
倚
子
な
ど
は
立
て
ず
、
御
地
敷

四
十
枚
、
御
褥
、
脇
息
な
ど
、
す
べ
て
そ
の
御
具
ど
も
、
い
と
き
よ
ら
に
せ

さ
せ
た
ま
へ
り
。（
若
菜
上
巻
・
五
五
頁
）

左
大
将
北
の
方
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
玉
鬘
は
、
「
も
の
の
み
や

び
深
く
か
ど
め

き
た
ま
へ
る

人
」
（
五
六
頁
）
と
さ
れ
て
、
引
用

部
以
下
に
も
贈
物
の
こ
と
な
ど

が
語
ら
れ
て
い
る
。
室
礼
ま
で
の
言
及
は
、
養
父
へ
の
感
謝
の
念
の
表
れ
と
な
ろ

う
。

�

後
ろ
の
⑱
御

�風
四
帖
は
、
式
部
卿
宮
な
む
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。
い
み

じ
く
尽
く
し
て
、
例
の
四
季
の
絵
な
れ
ど
、
め
づ
ら
し
き
山
水
、
潭
な
ど
、

目
馴
れ
ず
お
も
し
ろ
し
。（

同
・
九
四
頁
）

紫
上
主
催
の
場
合
で
、
光
源
氏
の
御
座
の
後
ろ
に
置
く

�風
と
し
て
、
父
親
の

式
部
卿
宮
が
四
季
の
絵
の
描
か
れ
た
四
帖
を
用
意
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の

「
四
季
の
絵
」
に
対
し
て
、『

河
海
抄
』
は
次
の
古
今
歌
の
詞
書
を
挙
げ
て
い
た
。

カ○
尚
侍
の
、
右
大
将
藤
原
朝
臣
（
定
国
）
の
四
十
の
賀
し
け
る
時
に
、
四
季

の
絵
描
け
る
後
ろ
の

�風
に
書
き
た
り
け
る
歌
／
春
日
野
に
若
菜
摘
み
つ
つ

万
世
を
祝
ふ
心
は
神
ぞ
知
る
ら
む
（
古
今
・
賀
・
三
五
七
・
素
性
法
師
）

『
源
氏
物
語
』
の

�風
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こ
の
賀
は
、
『
貫
之
集
』
（
一
）
・
『
躬
恒
集
』
（
四
）
な
ど
に
よ
り
、
延
喜
五
年

に
な
る
。
こ
の
時
点
で
の
尚
侍
は
藤
原
淑
子
に
な
る
が
、
こ
こ
は
後
年
か
ら
の
呼

称
と
し
て
定
国
の
妹
と
な
る
満
子
と
な
ろ
う

（
４
）。
詞
書
に
あ
る

�風
の
「
四
季
の
絵
」

は
、
初
出
の
用
例
と
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
新
全
集
の
「
漢
籍
・
史
書
・
仏
典
引

用
一
覧
」
で
は
、
「
四
十
賀
も
、
式
場
の
背
後
に
立
て
る
四
季

�風
も
か
く
べ
つ

珍
し
い
物
で
は
な
い
か
ら
、
特
に
典
拠
扱
い
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
」
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
こ
は
「
四
帖
」
や
「
四
季
の
絵
」
に
こ
だ
わ
っ
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
満
子
の
四
十
の
賀
が
醍
醐
帝
主
催
の
清
涼
殿
西
廂
で

行
わ
れ
た
際
に
も
、

�風
は
四
帖
用
意
さ
れ
て
い
た
。
一
部
割
注
を
割
愛
す
る
。

キ○
延
喜
十
三
年
十
月
十
四
日
、
賜
尚
侍
藤
原
朝
臣

�算
賀
。
（
略
）
西
廂
自

南
第
四
間
鋪
御
座
。
西面 。
第
五
間
鋪
尚
侍
座
。
南面 。
第
六
間
立
棚
厨
子
四
基
。

其
東
北
施
四
尺

�風
四
帖
。（『
西
宮
記
』
臨
時
八
・
賜
女
官
賀
事
）

こ
こ
に
は
「

�風
四
帖
」
と
あ
る
だ
け
で
絵
柄
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

『
兼
輔
集
』（
四
八
）、『
貫
之
集
』（
二
三
～
二
八
）、『
御
所
本
躬
恒
集
』（
一
三
一
）

な
ど
か
ら
す
る
と
、
四
季
の
絵
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
の

�風
も
尚
侍
満

子
の
座
の
後
ろ
に
置
か
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
キ○
や
カ○
を
併
せ
て
考

え
る
と
、
算
賀
に
お
い
て

�風
四
帖
と
四
季
の
絵
は
、
醍
醐
朝
を
特
徴
づ
け
て
い

る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
後
年
、
こ
の
事
例
が
醍
醐
朝
の
範
例
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
。

ク○
建
仁
三
年
十
一
月
廿
三
日
丁
亥
、
今
日
於
上
皇
二
条
御
所
、
被
賀
入
道
正

三
位
釈
阿
九
十
算
、
公
家
賜
臣
下
賀
之
例
、
仁
和
二
年
、
天
皇
於
仁
寿
殿
賜

遍
照
七
十
賀
、
寛
平
法
皇
賜
玄
宗
法
師
八
十
賀
、
年
記
不
詳 。
延
喜
十
三
年
、
天
皇

於
清
涼
殿
西
面
賜
尚
侍
満
子
四
十
賀
。（
略
）
件

�風
四
帖
被
新
調
、
延
喜
例
四

帖
被
調 、

四
季
各
一
帖
也
。（『
後
京
極
摂
政
記
（
殿
記
）』）

俊
成
九
十
の
賀
の
記
事
で
あ
る
。
満
子
の
四
十
の
賀
が
延
喜
の
例
と
し
て
意
識

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
准
拠
し
て
、
四
季
の
絵
が
四
帖
に
分
け
て
描
か
れ
た

�風

が
新
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
季
の
絵
な
ら
四
帖
と
な
る
の
が
通
例
と
は
言
え
な
い
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な

事
例
で
明
ら
か
で
あ
る
。

ケ○
五
尺

�風
十
二
帖
。
月
次
絵
、
四
季
ヲ各
当
三
帖
画
。
春
、
上
中
下。
母
屋
四

箇
間
東
西
北
三
方
料
。（『
類
聚
雑
要
抄
』
巻
四
・
母
屋
調
度
事
）

コ○
四
尺

�風
二
帖
内
、
一
帖
、
泥
唐
絵
、
調
度
御
料
、
絵
十
二
月
之
内
、
枚

別
ニ当
二
月
書
之
。（『
類
聚
雑
要
抄
』
巻
四
・
廂
調
度
事
）

ケ○
で
は
四
季
絵
が
十
二
帖
で
描
か
れ
て
い
る
。
各
季
節
三
帖
ず
つ
で
あ
る
。
コ○

で
は
十
二
か
月
が
一
帖
で
描
か
れ
て
お
り
、
各
扇
（
枚
）
に
二
月
分
充
て
ら
れ
て

い
る
。
四
季
絵
が
四
帖
で
描
か
れ
る
こ
と
、
こ
れ
は
延
喜
の
範
例
で
あ
っ
た
と
言

え
る
よ
う
で
あ
る
。
カ○
は
キ○
と

共
に

⑱
の

準
拠
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
「
例
の
四

季
の
絵
な
れ
ど
」
の
「
例
の
」
は
韜
晦
と
な
ろ
う
。
紫
上
主
催
で
の

�風
へ
の
言

及
は
、
准
拠
の
表
現
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

�

主
の
院
は
、
な
ほ
い
と
若
き
源
氏
の
君
に
見
え
た
ま
ふ
。
⑲
御

�風
四
帖

に
、
内
裏
の
御
手
書
か
せ
た
ま
へ
る
、
唐
の
綾
の
薄

�に
、
下
絵
の
さ
ま
な

ど
お
ろ
か
な
ら
む
や
は
。
お
も
し
ろ
き
春
秋
の
作
り
絵
な
ど
よ
り
も
、
こ
の

⑳
御

�風
の
墨
つ
き
の
輝
く
様
は
目
も
及
ば
ず
、
思
ひ
な
し
さ
へ
め
で
た
く

な
む
あ
り
け
る
。（
同
・
一
〇
〇
頁
）

夕
霧
主
催
の
場
合
で
あ
り
、

�風
は
や
は
り
四
帖
で
あ
る
。
こ
の

�風
に
は
、

冷
泉
帝
が
み

ず
か
ら
揮
毫
し
た
書
が
書
か
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は

「
鳥
毛
篆
書

�風
」（『
国
家
珍
宝
帳
』）、「

四
尺
書

�風
一
双
」（『
御
堂
関
白
記
』

寛
弘
三
年
三
月
三
日
条
）
な
ど
と
あ
る
書

�風
の
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
こ

に
も
准
拠
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
前
節
で
引
用
し
た

�で
あ
り
、『
河
海
抄
』
は

『
新
儀
式
』
か
ら
も
事
例
を
挙
げ
て
い
た
。
両
例
を
挙
げ
る
。

�

延
長
七
年
三
月
廿
八
日
大
后
御
記
云
、
お
と
ゝ
の
御
賀
を
実
頼
の
中
将
つ

か
う
ま
つ
れ
り
四
尺
の

�風
二
よ
ろ
ひ
、
御
て
を
う
へ
に
か
ゝ
せ
た
て
ま
つ

ら
せ
給
。（『
河
海
抄
』
若
菜
上
巻
）

サ○
新
儀
式
云

注
、
母
屋
四
間

副
北

障
子
立

淳
和
御

手
跡
御

�風
三
帖
、
御
帳

東
立
同
御

�風
一
帖
。（『
河
海
抄
』
若
菜
上
巻
）

サ○
の
『
新
儀
式
』
は
「
奉
賀
天
皇
御
笄
事
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

�風
に
宸
筆
が
あ
っ
た
記
事
で
あ
る
。
あ
ま
り
例
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、

�は
夕

霧
主
催
の

�風
の
准
拠
と
な
ろ
う
。
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光
源
氏
四
十
の
賀
で
用
意
さ
れ
た

�風
は
、
四
帖
の
「
四
季
の
絵
」
や
「
書

�

風
」
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
准
拠
の
表
現
方
法
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
光
源
氏
四
十
の
賀
を
彩
っ
た
こ
と
に
な
る
。

新
居
へ
の
移
徙
に
際
し
て
も

�風
が
新
調
さ
れ
る
。
こ
の
例
と
判
断
さ
れ
る
場

合
が
、
一
例
認
め
ら
れ
る
。

�

一
条
に
渡
り
た
ま
ふ
べ
き
日
、
そ
の
日
ば
か
り
と
定
め
て
、
大
和
守
召
し

て
、
あ
る
べ
き
作
法
の
た
ま
ひ
、
宮
の
内
払
ひ
し
つ
ら
ひ
、
さ
こ
そ
い
へ
ど

も
女
ど
ち
は
草
し
げ
う
住
み
な
し
た
ま
へ
り
し
を
、
磨
き
た
る
や
う
に
し
つ

ら
ひ
な
し
て
、
御
心
づ
か
ひ
な
ど
、
あ
る
べ
き
作
法
め
で
た
う
、
壁
代
、

�

御

�風
、
御
几
帳
、
御
座
な
ど
ま
で
思
し
よ
り
つ
つ
、
大
和
守
に
の
た
ま
ひ

て
、
か
の
家
に
ぞ
急
ぎ
仕
う
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
（
夕
霧
巻
・
四
六
一
～
二

頁
）

夕
霧
が
落
葉
宮
と
共
に
小
野
か
ら
一
条
宮
邸
に
移
る
た
め
の
準
備
の
様
子
で
あ

る
。
こ
こ
を
新
大
系
は
「
修
築
し
た
の
で
移
徙
の
儀
礼
を
行
う
」
と
し
、
集
成
は

「
婚
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
諸
式
を
整
え
る
」
と
し
て
、
意
見
の
相
違
を
見
せ
て
い
る
。

こ
こ
は
新
大
系
に
従
う
べ
き
だ
が
、
「
修
築
」
は
、
室
礼
の
変
更
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
落
葉
宮
に
と
っ
て
は
自
邸
に
戻
る
こ
と
に
過
ぎ
な
い
が
、
夕
霧
は
こ
こ
に

通
い
住
む
つ
も
り
で
い
る
の
で
、
新
宅
移
徙
で
あ
る
か
の
よ
う
に
「
あ
る
べ
き
作

法
」
で
室
礼
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
御
座
」
を
除

く
と
「
壁
代
、
御

�風
、
御
几
帳
」
に
な
り
、
「
帳
の
雑
事
」
と
な
る
。
こ
れ
に

も
作
法
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
年
の
も
の
だ
が
、
次
の
事
例
な
ど
で
分
か
る
。

シ○
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
七
月
廿
一
日
戌
子
、
関
白
右
（
左
）
大
臣
殿
移

御
東
三
条
。
母
屋
・
廂
、
御
簾
并
壁
代
、

�風
、
几
帳
、
凡
鋪
設
。
帳
雑
事

等
如
以
前
古
指
図
也
。（『
類
聚
雑
要
抄
』
巻
二
・
立
調
度
例
事
）

忠
実
の
東
三
条
邸
移
徙
の
記
録
で
あ
り
、「
帳
の
雑
事
」
は
「
古
指
図
」
に
よ
っ

て
い
た
。
こ
こ
は
東
三
条
邸
用
の
も
の
に
な
る
が
、
他
の
邸
宅
で
も
移
徙
に
か
か

わ
る
「
帳
の
雑
事
」
の
室
礼
作
法
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
夕
霧
は
「
あ
る
べ

き
作
法
」
に
す
る
こ
と
で
、
新
宅
移
徙
を
念
じ
た
こ
と
に
な
る
。

婚
姻
儀
礼
に
際
し
て
も

�風
は
必
要
で
あ
る
。

�

（
常
陸
介
が
）
西
の
方
に
来
て
、
起
居
と
か
く
し
つ
ら
ひ
騒
ぐ
。
め
や
す

き
さ
ま
に
さ
は
ら
か
に
、
あ
た
り
あ
た
り
あ
る
べ
き
限
り
し
た
る
所
を
、
さ

か
し
ら
に

�
�風

ど
も
持
て
来
て
、
い
ぶ
せ
き
ま
で
立
て
あ
つ
め
て
、
厨
子
、

二
階
な
ど
あ
や
し
き
ま
で
し
加
へ
て
、
心
を
や
り
て
い
そ
げ
ば
、（
東
屋
巻
・

三
七
頁
）

常
陸
介
が
、
浮
舟
の
婚
約
者
を
自
分
の
娘
婿
に
し
よ
う
と
し
て
、
あ
れ
こ
れ
と

婚
礼
の
準
備
を
す
る
様
子
で
あ
る
。
常
陸
介
は
「
さ
か
し
ら
に

�風
ど
も
持
て
来

て
」
あ
ち
こ
ち
に
置
い
た
と
皮
肉
ら
れ
て
い
る
。
婚
礼
の
際
の

�風
を
置
く
場
所

に
は
、
そ
れ
な
り
の
故
実
が
あ
る
こ
と
を
常
陸
介
は
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
「
あ
る
べ
き
作
法
」
を
知
ら
な
い
常
陸
介
が
笑
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
作
法
の
一
端
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
で
確
認
で
き
る
。

ス○
そ
の
二
階
の
後
ろ
に
大
和
絵
の
四
尺
の

�風
を
、
母
屋
の
柱
の
際
よ
り
端

様
に
鏡
台
な
ど
の
後
ろ
ま
で
立
つ
べ
し
。
庇
の
間
狭
く
て
襞
深
く
ば
、
畳
み

て
奥
の
柱
の
際
に
二
三
枚
も
畳
め
。
端
に
道
あ
る
様
に
立
つ
べ
し
。
唐
絵
の

も
立
つ
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
常
は
大
和
絵
な
り
。（『

雅
亮
装
束
抄
』
母
屋
庇

の
調
度
た
つ
る
事
）

晴
の
際
の
寝
殿
の
室
礼
を
示
し
た
一
端
で
、
婚
儀
の
場
合
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。

先
の
シ○
で
「
帳
雑
事
等
如
以
前
古
指
図
」
と
あ
っ
た
こ
と
と
重
な
る
も
の
に
な
る
。

晴
の
室
礼
に
は

�風
な
ど
の

�障
具
も
大
切
な
役
割
を
持
ち
、
設
置
作
法
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
笑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

網
代

�風
は
、
布
や
紙
で
は
な
く
、
薄
板
を
網
代
に
組
ん
だ
も
の
で
、
質
の
劣

る
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
宇
治
十
帖
で
語
ら
れ
て
い
る
。

�

こ
こ
（
八
宮
邸
）
は
、
ま
た
、
さ
ま
異
に
、
山
里
び
た
る

�網
代

�風
な

『
源
氏
物
語
』
の

�風
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ど
の
、
こ
と
さ
ら
に
こ
と
そ
ぎ
て
、
見
ど
こ
ろ
あ
る
御
し
つ
ら
ひ
を
、
さ
る

心
し
て
か
き
払
ひ
、
い
と
い
た
う
し
な
し
た
ま
へ
り
。（
椎
本
巻
･
一
七
三
頁
）

�
も
と
あ
り
し
御
し
つ
ら
ひ
は
、
い
と
尊
げ
に
て
、
い
ま
片
つ
方
を
女
し
く

こ
ま
や
か
に
な
ど
、
一
方
な
ら
ざ
り
し
を
、

�網
代

�風
、
何
か
の
あ
ら
あ

ら
し
き
な
ど
は
、
か
の
御
堂
の
僧
坊
の
具
に
こ
と
さ
ら
に
な
さ
せ
た
ま
へ
り
。

（
東
屋
巻
・
八
五
頁
）

�

時
方
（
匂
宮
の
配
下
）
が
叔
父
の
因
播
守
な
る
が
領
ず
る
庄
に
は
か
な
う

造
り
た
る
家
な
り
け
り
。
ま
だ
い
と
荒
々
し
き
に
、

�網
代

�風
な
ど
、
御

覧
じ
も
知
ら
ぬ
し
つ
ら
ひ
に
て
、
風
も
こ
と
に
さ
は
ら
ず
、
垣
の
も
と
に
雪

む
ら
消
え
つ
つ
、
今
も
か
き
曇
り
て
降
る
。（
浮
舟
巻
・
一
五
一
頁
）

い
ず
れ
も
網
代

�風
で
の
室
礼
の
様
子
で
あ
る
。
こ
の

�風
に
つ
い
て
は
、

『
河
海
抄
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

セ○
普
通
の
あ
じ
ろ
に
て
張
た
る

�風
也
。
む
か
し
は
山
庄
な
ど
の
古
め
か
し

き
調
度
に
は
定
事
な
り
。
漆
骨
に
片
面
を
張
て
、
細
組
に
て
閇
合
た
る
躰
也
。

（『
河
海
抄
』
椎
本
巻
）

網
代

�風
は
宇
治
十
帖
だ
け
に
見
ら
れ
、
右
に
あ
る
よ
う
に
山
荘
や
別
荘
ら
し

い
様
子
を
語
る
時
に
語
ら
れ
て
い
る
。

�は
匂
宮
が
初
瀬
詣
で
の
帰
途
に
八
宮
邸
に
立
ち
寄
っ
た
際
で
、
網
代

�風
で

山
里
の
風
情
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の

�風
は
寝
殿
と
一
緒
に
八
宮
死
去
後
の
改
築
に
際
し
て
、
宇
治
の
阿
闍
梨

の
御
堂
に
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

�に
な
る
。
網
代

�風
は
あ
ら
あ
ら
し
い
感

じ
が
す
る
の
で
、
新
築
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
御
堂
に
移
す
の
で
あ
る
。

�は
匂
宮

が
浮
舟
と
過
ご
し
た
対
岸
の
家
の
も
の
で
、
目
馴
れ
な
い
網
代

�風
に
目
を
と
め

て
い
る
。
網
代

�風
の
室
礼
は
宇
治
十
帖
の
物
語
展
開
と
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。

平
安
貴
族
女
性
の
出
家
者
は
、
寺
院
に
入
る
こ
と
は
な
く
、
邸
内
に
居
を
構
え

る
家
尼
に
な
り
、
そ
れ
用
の
室
礼
も
必
要
に
な
る
。

�

作
物
所
の
人
召
し
て
、
忍
び
て
、
尼
の
御
具
ど
も
の
さ
る
べ
き
は
じ
め
の

た
ま
は
す
。
作
物
所
の
人
召
し
て
、
忍
び
て
、
尼
の
御
具
ど
も
の
さ
る
べ
き

は
じ
め
の
た
ま
は
す
。
御
褥
、
上
蓆
、

	
�風

、
几
帳
な
ど
の
こ
と
も
、
い

と
忍
び
て
、
わ
ざ
と
が
ま
し
く
い
そ
が
せ
た
ま
ひ
け
り
。
（
若
菜
下
巻
・
二

六
五
頁
）

朧
月
夜
君
の
出
家
を
聞
い
て
光
源
氏
が
贈
っ
た
物
の
説
明
で
あ
る
。
調
度
品
は

在
俗
時
と
あ
ま
り
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
出
家
者
に
ふ
さ
わ
し
く
派
手
な
物
は
避

け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
調
度
を
光
源
氏
は
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
尼
の

具
の
説
明
と
し
て
興
味
深
い
。

以
上
が
、
室
礼
に
か
か
わ
っ
て
語
ら
れ
た

�風
の
用
例
に
な
る
。
こ
の
他
に
も

多
様
に

�風
は
語
ら
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
き
た
い
。

三
部
屋
と
し
て
区
画
す
る

�風

�風
の
実
用
性
は
、
開
放
的
な
寝
殿
造
の
建
物
内
部
を
簡
単
に
部
屋
と
し
て
区

画
す
る
と
い
う
役
割
が
第
一
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
渡
殿
な
ど
を
侍
女
た
ち
の

局
に
す
る
際
に
、

�風
で
も
っ
て
区
画
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

事
例
は
『
源
氏
物
語
』
に
は
な
い
が
、
区
画
性
を
示
す
用
例
は
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
節
で
は

�風
の
区
画
性
を
確
認
す
る
。




い
と
忍
び
た
れ
ど
、
数
珠
の
脇
息
に
ひ
き
鳴
ら
さ
る
る
音
ほ
の
聞
こ
え
、

な
つ
か
し
う
う
ち
そ
よ
め
く
お
と
な
ひ
、
あ
て
は
か
な
り
、
と
聞
き
た
ま
ひ

て
、
ほ
ど
も
な
く
近
け
れ
ば
、
外
に
立
て
わ
た
し
た
る
⑤

�風
の
中
を
す
こ

し
ひ
き
開
け
て
、
扇
を
鳴
ら
し
た
ま
へ
ば
、
お
ぼ
え
な
き
心
地
す
べ
か
め
れ

ど
、
聞
き
知
ら
ぬ
や
う
に
や
と
て
、
ゐ
ざ
り
出
づ
る
人
あ
な
り
。（
若
紫
巻
・

二
一
五
頁
）

光
源
氏
が
北
山
で
、
紫
君
の
祖
母
尼
君
の
も
と
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
萩

原
弘

道
『
源
氏
物
語

評
釈
』
は
、
「
尼
君
の
居
所
は

西
お
も
て
と
上
に
あ
り
。
源
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氏
君
は
南
お
も
て
に
お
は
す
れ
ば
、
西
お
も
て
の
間
の
外
に
た
て
た
る

�風
な
る

べ
し
」
と
し
て
い
た
。
僧
坊
の
一
画
に
尼
が
住
む
た
め
に
、
回
り
に

�風
を
立
て

て
部
屋
と
し
て
区
画
し
た
例
に
な
る
。

な
お
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』「
柏
木

�」
に
、
柏
木
が
休
む
母
屋
の
右
側
の
廂
が
、

�風
で
区
画
さ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
廂
に
経
巻
が
載
せ
ら
れ

た
経
机
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
が
柏
木
を
祈
祷
す
る
僧
の
座
で
あ
っ
た
こ
と
を

暗
示
さ
せ
て
い
る
（
５
）。
一
般
邸
宅
で
の
僧
の
座
は
、
廂
に
設
け
ら
れ
、

�風
で
区
画

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
蜂
須
賀
家
本
『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
に
夜
居
の
僧
と
四
人
の

女
房
と
の
間
に

�風
が
置
か
れ
て
い
る
の
も
こ
の
例
に
な
る
。

�

舞
姫
か
し
づ
き
お
ろ
し
て
、
妻
戸
の
間
に
⑬

�風
な
ど
立
て
て
、
か
り
そ

め
の
し
つ
ら
ひ
な
る
に
、
（
夕
霧
が
）
や
を
ら
寄
り
て
の
ぞ
き
た
ま
へ
ば
、

悩
ま
し
げ
に
て
添
ひ
臥
し
た
り
。（
少
女
巻
・
六
一
頁
）

二
条
院
寝
殿
の
妻
戸
の
間
が
、
舞
姫
の
休
所
用
に
臨
時
に
区
画
さ
れ
た
例
に
な

る
。
妻
戸
の
内
側
と
、
妻
戸
の
間
に
続
く
南
廂
や
東
廂
と
の
境
な
ど
に

�風
を
立

て
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
几
帳
で
は
区
画
性
が
薄
れ
る
の
で
透
過
性
の
な
い

�風
が

使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
意
志
的
に
覗
け
ば
、
内
部
は
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
り
、
夕
霧
は
垣
間
見
に
及
ん
で
い
る
。

�

こ
の
隔
て
（
軟
障
）
に
寄
り
来
た
り
。
け
遠
く
隔
て
つ
る
⑭

�風
だ
つ
も

の
、
な
ご
り
な
く
押
し
開
け
て
、
ま
づ
言
ひ
や
る
べ
き
方
な
く
泣
き
か
は
す
。

（
玉
鬘
巻
・
一
〇
八
頁
）

か
つ
て
夕
顔
の
侍
女
で
、
今
は
光
源
氏
に
仕
え
る
右
近
が
、
椿
市
の
旅
宿
で
、

玉
鬘
一
行
と
邂
逅
し
て
対
面
す
る
場
面
で
あ
る
。
旅
宿
の
相
部
屋
の
よ
う
な
部
屋

を

�風
で
区
画
し
た
例
に
な
る
。
玉
鬘
は
軟
障
で
囲
ま
れ
た
中
に
休
み
、
そ
の
外

側
に
豊
後
介
（
夕
顔
乳
母
の
子
）
た
ち
が
控
え
、

�風
で
右
近
と
隔
た
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の

�風
を
「
押
し
開
け
」
る
こ
と
で
対
面
が
叶
っ
て
い
る
。
こ
こ

は
、「
隔
て
」
の
用
例
に
も
な
っ
て
い
よ
う
。

こ
の
三
例
が
、

�風
で
室
内
空
間
が
部
屋
と
し
て
区
画
さ
れ
た
事
例
に
な
る
。

こ
れ
以
外
で
は
、
部
屋
と
し
て
区
画
す
る
意
識
は
な
く
て
も
、

�風
を
置
く
こ
と

で
、
隔
て
と
す
る
用
例
が
あ
る
。
続
い
て
、
こ
う
し
た
事
例
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

四
隔
て
る

�風

こ
の
節
は
、

�風
を
置
く
こ
と
で
、
こ
ち
ら
側
と
向
こ
う
側
を
隔
て
る
用
例
と
、

隔
て
が
解
消
さ
れ
る
用
例
の
確
認
に
な
る
。

�

（
魂
屋
に
光
源
氏
が
）
入
り
た
ま
へ
れ
ば
、
灯
取
り
背
け
て
、
右
近
は
④

�風
隔
て
て
臥
し
た
り
。
い
か
に
わ
び
し
か
ら
ん
と
見
た
ま
ふ
。（
夕
顔
巻
・

一
七
八
頁
）

夕
顔
遺
骸
を
安
置
し
て
魂
屋
と
し
た
家
に
光
源
氏
が
ひ
そ
か
に
訪
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
右
近
は
遺
骸
と
の
あ
い
だ
に

�風
を
置
い
て
隔
て
と
し
て
い
た
。
遺
骸

と
一
緒
の
空
間
に
い
る
場
合
、
隔
て
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
『
細
流
抄
』
は
「
此

夕
顔
上
と

�風
へ
だ
て
ゝ
也
」
と
し
か
注
意
し
て
い
な
い
が
、
こ
の

�風
は
、
裏

返
し
か
、
又
は
逆
さ
に
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
６
）。
死
は
忌
ま
れ
る
の
で
、

遺
骸
が
置
か
れ
た
場
所
に
は
、

�風
を
普
段
と
は
違
え
て
置
い
て
、
隔
て
と
し
た

の
で
あ
る
。
次
の
用
例
も
、
こ
の
こ
と
に
な
る
。

ソ○
御

�風
な
ど
の
た
て
ざ
ま
、
例
に
変
り
て
、
あ
は
れ
に
あ
さ
ま
し
く
悲
し

う
ゆ

ゆ
し
。
さ
れ
ど
、
お

ほ
か
た
は

変
ら

ぬ
こ
と
ど
も
な
れ
ば
、
「
や
や
、

こ
は
い
か
に
」
と
の
み
こ
そ
お
ぼ
め
か
せ
た
ま
へ
。（『

栄
花
物
語
』
衣
の
珠

巻
・
二
六
頁
）

藤
原
斉
信
女
、
藤
原
長
家
北
の
方
の
死
去
を
語
る
段
で
あ
る
。「
例
に
変
り
て
」

が
、
こ
の
こ
と
に
な
り
、

�は
逆
さ
に
し
た
と
解
し
て
お
き
た
い
。『

栄
花
物
語
』

の
新

全
集

頭
注
は
、
「

葬
儀
に
あ
た
っ
て
は
、

北
枕
に
し
、

�風
や
几
帳
は
逆
さ

『
源
氏
物
語
』
の

�風
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に
し
た
り
裏
返
し
に
し
た
り
す
る
の
が
き
ま
り
」
と
し
て
い
る
。

�

御
手
水
、
御
粥
な
ど
例
の
御
座
の
方
に
参
れ
り
。
色
異
な
る
御
し
つ
ら
ひ

も
い
ま
い
ま
し
き
や
う
な
れ
ば
、
東
面
は

�
�風

を
立
て
て
、
母
屋
の
際
に

香
染
の
御
几
帳
な
ど
、
こ
と
ご
と
し
き
や
う
に
見
え
ぬ
も
の
、
沈
の
二
階
な

ん
ど
や
う
の
を
立
て
て
、
心
ば
へ
あ
り
て
し
つ
ら
ひ
た
り
。
大
和
守
の
し
わ

ざ
な
り
け
り
。（
夕
霧
巻
・
四
八
一
頁
）

夕
霧
が
落
葉
宮
と
契
っ
た
一
条
邸
の
翌
朝
で
あ
る
。
一
条
邸
は
、
落
葉
宮
の
母

一
条
御
息
所
の
服
喪
中
な
の
で
、
鈍
色
の
調
度
と
な
っ
て
い
る
。
新
婚
の
場
に
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
、
気
を
き
か
せ
た
大
和
守
が
、

�風
と
香
染
の
御
几
帳
を

お
い
て
隔
て
と
し
て
い
た
。
『
弄
花
抄
』
は
「
服
の
具
ど
も
を
忌
み
て
し
つ
ら
ひ

隔
て
た
る
也
」
と
し
て
い
る
。
香
染
の
几
帳
は
、『
岷
江
入
楚
』
箋
に
、「
香
染
は

吉
に
も
服
者
も
用
べ
き
色
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
服
喪
中
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し

な
い
配
慮
と
な
る
。
東
面
の
服
喪
の
空
間
と
、
新
婚
の
空
間
が
、

�風
で
隔
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

�（
薫
は
）「
近
く
て
だ
に
見
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
て
、
南
の
廂
は
僧
の
座
な

れ
ば
、
東
面
の
い
ま
す
こ
し
け
近
き
方
に
、

�
�風

な
ど
立
て
さ
せ
て
入
り

ゐ
た
ま
ふ
。
中
の
宮
苦
し
と
思
し
た
れ
ど
、
こ
の
御
仲
を
な
ほ
も
て
離
れ
た

ま
は
ぬ
な
り
け
り
、
と
み
な
思
ひ
て
、
う
と
く
も
え
も
て
な
し
隔
て
た
て
ま

つ
ら
ず
。（
総
角
巻
・
三
一
七
頁
）

病
床
の
大
君
を
見
舞
に
訪
れ
た
薫
が
、
寝
所
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
君
は

寝
殿
母
屋
の
東
面
に
臥
し
て
い
て
、
中
の
宮
（
中
君
）
が
側
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。

お
側
で
看
病
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
薫
は
、
病
床
近
く
に

�風
を
置
か
せ
て
か
ら
、

母
屋
に
入
っ
て
い
る
。
新
全
集
頭
注
の
「
大
君
と
同
じ
部
屋
の
中
な
の
で
、

�風

で
間
仕
切
り
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
几
帳
で
も
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
わ
ざ
わ
ざ

�風
を
置
か
せ
て
い
る
。

�風
で
あ
る
こ
と
で
、
病
床
と
は
隔

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
中
君
が
い
る
の
で
安
心
さ
せ
る
た
め

で
あ
り
、
直
接
大
君
を
見
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
と
な
ろ
う
。
母
屋
に
入
っ
た
け

れ
ど
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
ポ
ー
ズ
に
も
な
っ
て
い
る
。
几
帳
よ

り
も

�風
の
ほ
う
が
、
隔
て
の
意
味
が
強
い
の
で
あ
る
。

�風
は
隔
て
と
し
て
置
か
れ
て
も
、
そ
れ
が
機
能
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
立
て

る
場
所
が
悪
か
っ
た
り
、
低
か
っ
た
り
す
る
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
で
な
く

て
も
「
引
き
や
る
」「
引
き
開
く
」
こ
と
で
隔
て
は
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
。

�

こ
な
た
（
西
廂
）
に
通
ふ
障
子
の
端
の
方
に
、
掛
け
金
し
た
る
所
に
、
穴

の
す
こ
し
あ
き
た
る
を
（
薫
は
）
見
お
き
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
外
に
立
て
た

る

�
�風

を
引
き
や
り
て
見
た
ま
ふ
。
こ
こ
（
母
屋
側
の
障
子
の
）
も
と
に

几
帳
を
そ
へ
立
て
た
る
、
あ
な
口
惜
し
と
思
ひ
て
ひ
き
帰
る
折
し
も
、
風
の

（
南
廂
の
）
簾
を
い
た
う
吹
き
上
ぐ
べ
か
め
れ
ば
、「
あ
ら
は
に
も
こ
そ
あ
れ
。

そ
の
御
几
帳
押
し
出
で
て
こ
そ
」
と
言
ふ
人
あ
な
り
。
（
椎
本
巻
・
二
一
六

～
七
頁
）

薫
が
宇
治
の
姉
妹
を
垣
間
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
図
を
確
認
さ
れ
た
い
。
薫

は
寝
殿
西
廂
、
大
君
・
中
君
姉
妹
は
母
屋
西
面
の
仏
間
に
居
る
。
薫
は
西
廂
と
母

―32― （32）

K

隔
て
が
機
能
し
な
い

�風

図1「椎本」巻の薫の垣間見



屋
の
間
に
置
か
れ
た
障
子
に
穴
が
あ
っ
た
の
を
確
認
し
て
い
た
。
姉
妹
の
気
配
に

気
づ
い
て
、
そ
の
障
子
の
穴
か
ら
垣
間
見
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
て
い
る
。
西
廂

に
置
か
れ
た
隔
て
の

�風
を
「
引
き
や
り
」
覗
い
て
み
る
と
、
母
屋
側
に
添
え
た

几
帳
が
視
線
を
遮
っ
て
い
た
。
残
念
と
思
っ
て
い
る
と
、
風
が
南
廂
の
御
簾
を
吹

き
上
げ
た
た
め
、
侍
女
が
、
そ
の
几
帳
で
押
さ
え
る
よ
う
に
言
っ
た
の
で
、
動
か

さ
れ
て
穴
か
ら
の
垣
間
見
が
可
能
と
な
っ
た
。

�風
・
障
子
・
几
帳
、
そ
し
て
御

簾
と
い
っ
た

�障
具
が
垣
間
見
場
面
の
絶
妙
な
小
道
具
と
な
っ
て
い
る
。

�風
に

関
し
て
は
、
外
側
に
立
て
ら
れ
て
い
て
は
、
何
の
用
も
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
人
に
気
づ
か
れ
ず
「
引
き
や
る
」
こ
と
で
、
隔
て
は
解
消
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
次
の

�は
、
先
の
場
面
と
同
じ
で
、
中
君
に
続
い
て
大
君
を
垣
間
見
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

�

（
薫
が
垣
間
見
し
て
い
る
と
中
君
に
続
い
て
）
ま
た
、
ゐ
ざ
り
出
で
て
、

（
大
君
）「
か
の
障
子
は
あ
ら
は
に
も
こ
そ
あ
れ
」
と
見
お
こ
せ
た
ま
へ
る
用

意
、
う
ち
と
け
た
ら
ぬ
さ
ま
し
て
、
よ
し
あ
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
。
頭
つ
き
、
髪

ざ
し
の
ほ
ど
、
い
ま
す
こ
し
あ
て
に
な
ま
め
か
し
き
さ
ま
な
り
。
「
あ
な
た

に

�
�風

も
そ
へ
て
立
て
て
は
べ
り
つ
。
（
薫
は
）
急
ぎ
て
し
も
の
ぞ
き
た

ま
は
じ
」
と
、
若
き
人
々
何
心
な
く
言
ふ
あ
り
。（
同
・
二
一
八
頁
）

こ
こ
の

�風
は
、

�と
同
じ
で
あ
る
。
大
君
は
、
穴
の
開
い
た
障
子
の
向
こ
う

に
い
る
薫
か
ら
見
ら
れ
な
い
か
と
心
配
し
、
そ
れ
を
口
に
し
て
い
る
。
す
る
と
、

そ
こ
に
い
た
若
い
侍
女
は
、
向
こ
う
側
に

�風
が
添
え
て
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
も

覗
か
な
い
で
し
ょ
う
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
薫
は
覗
い
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

�（
浮
舟
は
）
濃
き
袿
に
、
撫
子
と
思
し
き
細
長
、
若
苗
色
の
小
袿
着
た
り
。

四
尺
の

�
�風

を
、
こ
の
障
子
に
そ
へ
て
立
て
た
る
が
上
よ
り
見
ゆ
る
穴
な

れ
ば
残
る
と
こ
ろ
な
し
。
こ
な
た
（
薫
の
居
る
方
）
を
ば
う
し
ろ
め
た
げ
に

思
ひ
て
、
あ
な
た
ざ
ま
に
向
き
て
ぞ
添
ひ
臥
し
ぬ
る
。
（
宿
木
巻
・
四
九
〇

頁
）

長
谷
詣
で
の
帰
途
、
宇
治
八
宮
邸
に
立
ち
寄
っ
た
浮
舟
一
行
を
、
来
合
せ
て
い

た
薫
が
垣
間
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
の
障
子
は
、
南
隅
の
間
と
、
南
廂
の

二 ふ
た間 ま

と
の
境
に
置
か
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
も
穴
が
あ
っ
た
。
薫
は
二
間
に
い
る
。

隅
の
間
に
は

�風
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
穴
は
そ
れ
よ
り
高
い
位
置
に
あ
っ
た
の

で
、
薫
の
垣
間
見
は
可
能
で
あ
っ
た
。
四
尺

�風
は
低
す
ぎ
て
、
遮
蔽
の
働
き
を

な
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
物
語
で

�障
具
の
隔
て
が
機
能
し
な
い
場
合
は
、
垣

間
見
の
場
面
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
押
し
開
く
」
こ
と
で
隔
て
は
ま
っ

た
く
解
消
さ
れ
て
、
逢
瀬
の
場
面
に
な
っ
て
い
く
。

�

仏
の
お
は
す
る
中
の
戸
を
開
け
て
、
御
燈
明
の
灯
け
ざ
や
か
に
か
か
げ
さ

せ
て
、
簾
に

	
�風

を
そ
へ
て
ぞ
お
は
す
る
。
外
に
も
大
殿
油
ま
ゐ
ら
す
れ

ど
、（
略
）（
大
君
が
寝
所
に
入
ろ
う
と
す
る
気
配
に
薫
は
）



�風

を
や
を

ら
押
し
開
け
て
入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
い
と
む
く
つ
け
く
て
、
な
か
ら
ば
か
り
入

り
た
ま
へ
る
に
ひ
き
と
ど
め
ら
れ
て
、
い
み
じ
く
ね
た
く
心
憂
け
れ
ば
、

（
総
角
巻
・
二
三
二
、
二
三
四
頁
）

薫
が
大
君
と
対
面
し
、
中
略
後
は
、
そ
の
寝
所
に
侵
入
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

	

は

、
同
じ
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
君
は
母
屋
西
面
の
仏
間
に
坐
り
、
薫
は
南

廂
の
二
間
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
に
い
る
大
君
は
背
後
の
燈
明
の
明
か
り
を
強

く
し
て
自
身
は
そ
の
影
に
隠
れ
、
さ
ら
に
二
間
に
灯
台
を
置
い
て
外
側
か
ら
見
え

な
い
よ
う
に
光
源
に
気
を
配
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
母
屋
の
簾
に

�風
ま
で
添
え

て
、
薫
と
対
面
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
交
誼
か
ら
す
れ
ば
、
几
帳

で
も
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�風
に
す
る
こ
と
で
、
隔
て
の
意
を
強
く
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「

J

隔
て
る

�風
」
の
例
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

�風

の
隔
て
は
、
あ
っ
さ
り
と
「
押
し
開
け
」
ら
れ
て
機
能
解
消
と
な
っ
て
い
る
。
大

君
が
母
屋
東
面
の
寝
所
に
入
ろ
う
と
す
る
気
配
に
、
薫
は
南
廂
か
ら

�風
を
そ
っ

と
押
し
開
い
て
母
屋
西
面
に
侵
入
し
、
母
屋
を
東
西
に
分
け
る
中
の
戸
の
も
と
で

大
君
を
捕
え
て
い
る
。

�風
を
添
え
る
女
の
た
し
な
み
と
、
押
し
開
け
て
侵
入
す

る
男
の
無
体
さ
が
対
比
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
「

�風
を
添
え
る
／

�風

を
開
け
る
」
と
い
う
ド
ラ
マ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
の

�風

―33―（33）



五

�風
の
設
置
と
撤
去

�風
は
隔
て
の
意
識
と
共
に
遮
蔽
・
遮
光
の
た
め
に
置
か
れ
、
ま
た
、
風
な
ど

で
の
転
倒
を
避
け
た
り
風
通
し
を
よ
く
し
た
り
す
る
た
め
に
畳
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
節
は
、
設
置
と
撤
去
に
か
か
わ
る
用
例
を
扱
う
。
前
節
と
の
関
連
で
、

畳
ま
れ
て
撤
去
さ
れ
る
場
合
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

�風
が
畳
ま
れ
る
用
例
は
四
例
あ
る
が
、
一
例
は
次
節
で
扱
う
。

�

こ
の
（
小
君
の
）
入
り
つ
る
格
子
は
ま
だ
鎖
さ
ね
ば
、
（
光
源
氏
は
）
隙

見
ゆ
る
に
寄
り
て
、
西
ざ
ま
に
見
通
し
た
ま
ヘ
ば
、
こ
の
際
に
立
て
た
る
①

�風
も
端
の
方
お
し
畳
ま
れ
た
る
に
、
紛
る
べ
き
几
帳
な
ど
も
、
暑
け
れ
ば

に
や
、
う
ち
か
け
て
、
い
と
よ
く
見
入
れ
ら
る
。（
空
蝉
巻
・
一
一
九
頁
）

光
源
氏
が
紀
伊
守
邸
で
碁
を
打
つ
空
蝉
と
軒
端
荻
を
垣
間
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
小
君
が
入
っ
た
隅
の
間
南
側
の
一
枚
格
子
（
７
）は
鍵
が
掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

隙
間
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
中
を
覗
い
て
み
る
と
、

�風
は
暑
さ
の
た
め
に
端
の

枚
が
畳
ま
れ
て
い
て
、
奥
に
置
か
れ
た
几
帳
も
帷
子
が
横
木
に
か
け
て
あ
っ
た
の

で
、
中
ま
で
見
通
せ
た
の
で
あ
る
。
母
屋
の
御
簾
は
巻
き
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ

の
代
わ
り
に
几
帳
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の

�風
は
、
格
子
に
添
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
御
簾
や
几
帳
に
比
べ
て
、

�風
は
遮
蔽
性
が
高
い

の
で
、
風
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
端
の
ほ
う
が
畳
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
垣
間
見
が
可
能
な
の
で
あ
っ
た
。

�

⑮
御

�風
も
、
風
の
い
た
く
吹
き
け
れ
ば
、
押
し
畳
み
寄
せ
た
る
に
、
見

通
し
あ
ら
は
な
る
廂
の
御
座
に
ゐ
た
ま
へ
る
人
（
紫
上
）
、
も
の
に
紛
る
べ

く
も
あ
ら
ず
、
気
高
く
き
よ
ら
に
、
さ
と
に
ほ
ふ
心
地
し
て
、
春
の
曙
の
霞

の
間
よ
り
、
お
も
し
ろ
き
樺
桜
の
咲
き
乱
れ
た
る
を
見
る
心
地
す
。
（
野
分

巻
・
二
六
五
頁
）

六
条
院
春
の
町
の
寝
殿
で
、
夕
霧
が
廂
の
御
座
に
坐
る
紫
上
を
垣
間
見
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
渡
殿
に
い
た
夕
霧
は
、
開
い
て
い
た
妻
戸
に
続
く
南
廂
の
昼
の
御

座
に
坐
る
紫
上
が
見
え
た
の
で
あ
る
。
普
段
な
ら
、
妻
戸
に
添
え
る
か
、
隅
の
間

と
南
廂
の
境
に
置
か
れ
る
は
ず
の

�風
が
、
野
分
の
風
で
転
倒
す
る
の
を
避
け
る

た
め
に
畳
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
畳
ま
れ
た

�風
が
、
垣
間
見
を
容
易
に
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

�（
源
氏
は
）「
こ
と
ご
と
し
く
前
駆
な
追
ひ
そ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
こ
と
に

音
せ
で
入
り
た
ま
ふ
。
⑯

�風
な
ど
も
み
な
畳
み
寄
せ
、
物
し
ど
け
な
く
し

な
し
た
る
に
、
日
の
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
ほ
ど
、
（
玉
鬘
は
）
け
ざ

け
ざ
と
も
の
き
よ
げ
な
る
さ
ま
し
て
ゐ
た
ま
へ
り
。
（
略
）
中
将
、
い
と
こ

ま
や
か
に
聞
こ
え
た
ま
ふ
を
、
い
か
で
こ
の
御
容
貌
見
て
し
が
な
と
思
ひ
わ

た
る
心
に
て
、
隅
の
間
の
御
簾
の
、
几
帳
は
添
ひ
な
が
ら
し
ど
け
な
き
を
、

や
を
ら
ひ
き
上
げ
て
見
る
に
、
紛
る
る
物
ど
も
も
取
り
や
り
た
れ
ば
、
い
と

よ
く
見
ゆ
。
か
く
戯
れ
た
ま
ふ
け
し
き
の
し
る
き
を
、
あ
や
し
の
わ
ざ
や
、

親
子
と
聞
こ
え
な
が
ら
、
か
く
懐
離
れ
ず
、
も
の
近
か
べ
き
ほ
ど
か
は
、
と

目
と
ま
り
ぬ
。（
同
・
二
七
七
～
八
頁
）

―34― （34）

L

畳
ま
れ
る

�風

図2 紀伊の守邸寝殿平面図（五間四面の場合）

「空蝉」巻の碁の垣間見



父
の
供
を
し
て
夕
霧
が
六
条
院
夏
の
町
の
西
の
対
に
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
、
や
は
り
野
分
の
風
が
吹
い
た
の
で

�風
な
ど
も
畳
ま
れ
て
い
た
。

中
略
部
分
は
、
光
源
氏
と
玉
鬘
と
の
会
話
に
な
り
、
そ
れ
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
、

夕
霧
は
玉
鬘
の
姿
を
見
て
み
た
い
思
い
で
覗
き
見
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
几
帳

が
き
ち
ん
と
添
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
御
簾
を
そ
っ
と
引
き
上
げ
て
み
る
と
、
先

に
あ
っ
た

�風
な
ど
の
「
紛
る
る
物
」
が
取
り
の
け
て
あ
っ
た
の
で
、
垣
間
見
が

で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
夕
霧
が
見
た
の
は
、
親
子
と
も
思
え
な
い
光
源
氏
と
玉
鬘

の
親
密
な
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
垣
間
見
が
可
能
で
あ
っ
た
の
も
、

�風
が
畳

ま
れ
て
、
取
り
の
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
遮
蔽
性
の
強
い

�風
は
、
暑
さ

や
強
風
に
寄
っ
て
畳
ま
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
垣
間
見
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

遮
蔽
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
で
、
見
ら
れ
る
者
の
様
子
が
あ
ば
か
れ
る
の
で
あ
る
。

畳
む
と
対
に
な
る
の
が
広
げ
る
に
な
る
。

�

（
小
君
は
光
源
氏
を
簀
子
に
残
し
て
）
こ
た
み
は
妻
戸
を
叩
き
て
入
る
。

み
な
人
々
し
づ
ま
り
寝
に
け
り
。
「
こ
の
障
子
口
に
ま
ろ
は
寝
た
ら
む
。
風

吹
き
通
せ
」
と
て
、
畳
ひ
ろ
げ
て
臥
す
。
御
達
東
の
廂
に
い
と
あ
ま
た
寝
た

る
べ
し
。
戸
放
ち
つ
る
童
べ
も
そ
な
た
に
入
り
て
臥
し
ぬ
れ
ば
、
と
ば
か
り

そ
ら
寝
し
て
、
灯
明
き
方
に
②

�風
を
広
げ
て
、
影
ほ
の
か
な
る
に
、
や
を

ら
入
れ
た
て
ま
つ
る
。（
空
蝉
巻
・
一
二
三
頁
）

紀
伊
守
邸
で
小
君
が
光
源
氏
を
隅
の
間
に
入
れ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
こ
の
障
子
口
」
に
対
し
て
、
集
成
に
「
位
置
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
南
の
廂
と

東
の
廂
の
境
の
障
子
（
襖
）
の
出
入
口
で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
曖
昧
な
説
明
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
南
廂
と
隅
の
間
の
境
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
開
け
て
お

い
て
、
隅
の
間
に
畳
を
敷
い
て
寝
た
の
は
、
光
源
氏
を
南
廂
に
導
く
た
め
と
な
る
。

ま
た
、
侍
女
た
ち
の
寝
る
東
廂
か
ら
の
灯
を
隠
し
、
光
源
氏
が
見
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
隅
の
間
と
の
境
に

�風
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。
灯
影
は
薄
く
な
っ
て
も
、
光

源
氏
を
導
く
の
に
支
障
は
な
い
。

�風
は
、
遮
蔽
と
遮
光
の
た
め
に
広
げ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

�

灯
は
ほ
の
か
に
ま
た
た
き
て
、
母
屋
の
際
に
立
て
た
る
③

�風
の
上
、
こ

こ
か
し
こ
の
く
ま
ぐ
ま
し
く
お
ぼ
え
た
ま
ふ
に
、
物
の
足
音
ひ
し
ひ
し
と
踏

み
な
ら
し
つ
つ
、
背
後
よ
り
寄
り
来
る
心
地
す
。
惟
光
と
く
参
ら
な
ん
と
思

す
。（
夕
顔
巻
・
一
六
九
頁
）

右
は
広
げ
ら
れ
て
い
た

�風
の
用
例
に
な
る
が
、
便
宜
に
こ
こ
で
扱
う
。
光
源

氏
が
某
院
の
西
の
対
の
南
廂
に
夕
顔
と
寝
て
い
た
際
に
物
の
怪
が
出
現
し
た
後
の

場
面
に
な
る
。
母
屋
と
の
境
に
広
げ
て
置
い
て
あ
っ
た

�風
の
せ
い
で
、
南
廂
の

灯
火
の
光
は
、
母
屋
の
奥
ま
で
届
か
ず
暗
々
と
感
じ
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

�

風
が
遮
光
し
て
い
た
た
め
に
、
暗
く
な
っ
た
奥
は
無
気
味
な
の
で
あ
る
。

�（
柏
木
は
）
隅
の
間
の

�
�風

を
引
き
広
げ
て
、
戸
を
押
し
開
け
た
れ
ば
、

渡
殿
の
南
の
戸
の
、
昨
夜
入
り
し
が
ま
だ
開
き
な
が
ら
あ
る
に
、
ま
だ
明
け

ぐ
れ
の
ほ
ど
な
る
べ
し
、
ほ
の
か
に
見
た
て
ま
つ
ら
む
の
心
あ
れ
ば
、
格
子

を
や
を
ら
引
き
上
げ
て
、（
若
菜
下
巻
・
頁
）

柏
木
が
女
三
宮
と
密
通
し
た
、
そ
の
暁
方
で
あ
る
。
六
条
院
春
の
町
寝
殿
の
西

面
に
な
り
、
柏
木
は
母
屋
の
御
帳
台
の
も
と
か
ら
西
南
の
隅
の
間
に
出
て
来
て
い

る
。
柏
木
は
、
妻
戸
を
開
け
よ
う
と
す
る
前
に
、
わ
ざ
わ
ざ

�風
を
広
げ
て
い
る
。

自
分
の
姿
を
外
か
ら
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
遮
蔽
し
て
用
心
し
た
の
で
あ
る
。

�

風
を
広
げ
る
の
は
、
遮
蔽
・
遮
光
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。

六

�風
の
後
ろ

物
語
な
ど
で
は
、
「

�風
の
後
ろ
」
と
い
う
言
い
方
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
置
か

れ
た

�風
の
後
ろ
は
、
特
有
の
空
間
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

は
、
隠
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。

�

（
人
の
来
る
気
配
に
）
見
つ
け
ら
れ
ん
こ
と
は
恥
づ
か
し
け
れ
ば
、

源
氏

「
あ
な
、
わ
づ
ら
は
し
。
出
で
な
む
よ
。
蜘
珠
の
ふ
る
ま
ひ
は
し
る
か
り
つ

ら
む
も
の
を
。
心
う
く
す
か
し
た
ま
ひ
け
る
よ
」
と
て
、
直
衣
ば
か
り
を
取

『
源
氏
物
語
』
の

�風

―35―（35）
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り
て
、
⑧

�風
の
後
ろ
に
入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
中
将
を
か
し
き
を
念
じ
て
、
引

き
た
て
た
ま
へ
る
⑨

�風
の
も
と
に
寄
り
て
、
こ
ぼ
こ
ぼ
と
畳
み
寄
せ
て
、

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
騒
が
す
に
、（
紅
葉
賀
巻
・
三
四
一
頁
）

光
源
氏
と
源
典
侍
の
温
明
殿
で
の
密
会
を
頭
中
将
が
驚
か
す
場
面
で
あ
る
。
光

源
氏
は
人
が
来
る
気
配
に
、
源
典
侍
の
夫
の
修
理
大
夫
が
来
た
の
か
と
思
い
、
と

り
あ
え
ず
直
衣
だ
け
を
手
に
と
っ
て

�風
の
後
ろ
に
入
り
こ
み
、
引
き
た
て
て
い

る
。
来
た
の
は
、
二
人
を
驚
か
そ
う
と
し
た
頭
中
将
で
、
そ
の

�風
を
ば
た
ば
た

と
畳
ん
で
い
る
。
光
源
氏
が

�風
の
後
ろ
に
入
っ
た
の
は
隠
れ
る
た
め
、
さ
ら
に

引
き
た
て
た
の
は
遮
蔽
す
る
た
め
で
あ
り
、
頭
中
将
が
音
を
た
て
て
畳
み
寄
せ
た

の
は
、
驚
か
し
て
あ
ば
く
た
め
で
あ
っ
た
。

�風
が
三
様
の
働
き
を
し
て
、
物
語

展
開
の
意
味
づ
け
を
し
て
い
よ
う
。

�風
の
後
ろ
は
、
隠
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

�

君
は
、
塗
籠
の
戸
の
細
目
に
開
き
た
る
を
、
や
を
ら
押
し
開
け
て
、
⑩
御

�風
の
は
さ
ま
に
伝
ひ
入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
め
づ
ら
し
く
う
れ
し
き
に
も
、
涙

落
ち
て
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。（
賢
木
巻
・
一
〇
九
頁
）

藤
壷
の
三
条
宮
の
塗
籠
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
光
源
氏
が
、
塗
籠
の
戸
か
ら

出
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
光
源
氏
は
、
塗
籠
の
前
に
立
て
ら
れ
て
い
た

�風
の

後
ろ
に
移
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
「

�風
の
は
さ
ま
」
は
塗
籠
の
戸
と

�風
の
間
の

意
に
な
り
、
「
伝
ひ
入
り
」
で
そ
の

�風
の
後
ろ
に
つ
た
っ
て
入
っ
た
こ
と
に
な

る
。
「

�風
の
は
さ
ま
」
は
こ
こ
で
は
、

�風
の
後
ろ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
光
源
氏
は
藤
壷
を
垣
間
見
た
の
で
あ
っ
た
。

�（
雲
居
雁
の
乳
母
が
）「
…
も
の
の
は
じ
め
の
六
位
宿
世
よ
」
と
つ
ぶ
や
く

も
ほ
の
聞
こ
ゆ
。
た
だ
こ
の
⑫

�風
の
後
ろ
に
尋
ね
来
て
、
嘆
く
な
り
け
り
。

男
君
（
夕
霧
）
、
我
を
ば
位
な
し
と
て
は
し
た
な
む
る
な
り
け
り
、
と
思
す

に
、
世
の
中
恨
め
し
け
れ
ば
、
あ
は
れ
も
す
こ
し
さ
む
る
心
地
し
て
、
め
ざ

ま
し
。（
少
女
巻
・
五
七
頁
）

雲
居
雁
の
父
内
大
臣
に
仲
を
裂
か
れ
た
夕
霧
が
、
祖
母
の
大
宮
の
は
か
ら
い
で

雲
居
雁
と
会
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
様
子
を
見
つ
け
て
や
っ
て
来
た
、

夕
霧
を
よ
く
思
っ
て
い
な
い
雲
居
雁
の
乳
母
が
、

�風
の
後
ろ
で
六
位
の
夕
霧
の

身
分
の
低
さ
を
皮
肉
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
聞
く
夕
霧
は
、
恨
め
し
い
。

�風
の
後

ろ
は
、
隠
れ
て
嫌
味
を
言
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。

�

（
薫
が
）
袿
姿
に
て
、
い
と
馴
れ
顔
に
几
帳
の
帷
子
を
ひ
き
上
げ
て
入
り

ぬ
る
を
、
（
大
君
は
中
君
が
）
い
み
じ
く
い
と
ほ
し
く
、
い
か
に
お
ぼ
え
た

ま
は
む
、
と
思
ひ
な
が
ら
、
あ
や
し
き
壁
の
面
に

�
�風

を
立
て
た
る
後
ろ

の
む
つ
か
し
げ
な
る
に
ゐ
た
ま
ひ
ぬ
。（
総
角
巻
・
二
五
二
頁
）

袿
姿
の
薫
が
、
再
度
宇
治
姉
妹
の
寝
所
に
侵
入
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と

気
づ
い
た
大
君
は
、
残
さ
れ
る
中
君
が
ど
う
思
う
か
不
憫
な
が
ら
、

�風
の
後
ろ

に
坐
り
こ
ん
で
い
る
。
男
の
侵
入
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、

�風
の
後
ろ
に
隠
れ
た

の
で
あ
る
。

�風
の
後
ろ
は
隠
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
几
帳
の
場
合
も
、
そ
の
後
ろ
が
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
意
味
合
い
は
違
っ
て
い
る
。
几
帳
の
後
ろ
は
、
侍

女
な
ど
が
控
え
る
場
所
で
あ
っ
た
（
８
）。

七

�風
の
絵

�風
絵
の
こ
と
は
、

�に
あ
っ
た
が
、
こ
の
他
に
は
、
こ
こ
で
扱
う
二
例
の
み

で
あ
る
。

�（
紫
君
が
）
た
ち
出
で
て
、
庭
の
木
立
、
池
の
方
な
ど
の
ぞ
き
た
ま
へ
ば
、

霜
枯
れ
の
前
栽
、
絵
に
か
け
る
や
う
に
お
も
し
ろ
く
て
、
見
も
知
ら
ぬ
四
位

五
位
こ
き
ま
ぜ
に
、
隙
な
う
出
で
入
り
つ
つ
、
げ
に
を
か
し
き
所
か
な
、
と

思
す
。
⑦
御

�風
ど
も
な
ど
、
い
と
を
か
し
き
絵
を
見
つ
つ
、
慰
め
て
お
は

す
る
も
は
か
な
し
や
。（
若
紫
巻
・
二
五
八
頁
）

二
条
院
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
紫
君
が
、
光
源
氏
の
い
な
い
折
に
、

�風
絵
を
見

て
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
一
流
の
絵
師
が
描
い
た
絵
な
の
で
、

見
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

�風
絵
が
日
常
的
に
は
見
る
こ
と
で
慰
め
と
な
っ

た
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
障
子
絵
と
共
に
貴
族
邸
宅
は
、
美
術
室
の
趣
き
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で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
絵
が
主
題
性
の
一
端
を
担
う
の
は
、
次
の
用
例
に
な
る
。

�

（
光
源
氏
は
）
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
い
ろ
い
ろ
の
紙
を
継
ぎ
つ
つ
、

手
習
を
し
た
ま
ひ
、
め
づ
ら
し
き
さ
ま
な
る
唐
の
綾
な
ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
の

絵
ど
も
を
書
き
す
さ
び
た
ま
へ
る
、
⑪

�風
の
面
ど
も
な
ど
、
い
と
め
で
た

く
見
ど
こ
ろ
あ
り
。
人
々
の
語
り
き
こ
え
し
海
山
の
あ
り
さ
ま
を
、
は
る
か

に
思
し
や
り
し
を
、
御
目
に
近
く
て
は
、
げ
に
及
ば
ぬ
磯
の
た
た
ず
ま
ひ
、

二
な
く
書
き
集
め
た
ま
へ
り
。（
須
磨
巻
・
二
〇
〇
頁
）

須
磨
の
光
源
氏
が
手
す
さ
び
に
絵
を
描
い
た
と
す
る
段
で
あ
る
。
光
源
氏
は
、

別
に
絵
日
記
も
描
い
て
い
て
、
そ
れ
が
「
絵
合
」
巻
で
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、

�風
絵
の
こ
と
は
、
こ
こ
だ
け
の
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
は
、

「
貼
り
交
ぜ

�風
」
の
よ
う
に
仕
立
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
絵
師
に
優
る
光
源

氏
を
語
る
一
環
と
し
て

�風
絵
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

光
源
氏
が
絵
を
好
む
こ
と
は
、
「
若
紫
」
巻
で
語
ら
れ
て
い
て
、
光
源
氏
造
型

の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で

�風
絵
ま
で
描
い
た
と
す
る
の
は
、
興
味

深
い
。

�風
絵
に
は
、
そ
の
絵
柄
を
詠
ん
だ

�風
歌
が
必
須
に
な
る
が
、
『
源
氏

物
語
』
に
は
不
在
で
あ
る
。

�風
歌
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
な
ど
で
頻
出
し
た
こ
と

を
思
う
と
、
こ
の
不
在
は
『
源
氏
物
語
』
の
特
質
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
光
源

氏
四
十
の
賀
な
ど
は

�風
歌
が
語
ら
れ
て
も
い
い
場
面
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い
。
類
型
化
し
た
賀
歌
な
ど
は
、
物
語
展
開
に
入
る
余
地
が
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

八

�風
と
障
子
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ

最
後
に
、

�風
と
障
子
や
几
帳
が
絶
妙
に
物
語
と
か
か
わ
る
場
面
を
見
る
こ
と

に
し
た
い
。
二
条
院
西
の
対
に
身
を
寄
せ
て
い
た
浮
舟
を
、
匂
宮
が
見
つ
け
て
言

い
寄
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
垣
間
見
場
面
で
は

�障
具
類
が
取
り
合

わ
せ
ら
れ
て
語
ら
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、

�風
を
中
心
に
し
て
み
る
と
、
表
現

性
が
も
っ
と
も
高
い
の
が
、
こ
の
場
面
で
あ
る
。

�

若
君
も
寝
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
そ
な
た
に
こ
れ
か
れ
あ
る
ほ
ど
に
、
宮
は

た
た
ず
み
歩
き
た
ま
ひ
て
、
西
の
方
（
西
廂
）
に
例
な
ら
ぬ
童
の
見
え
け
る

を
、
今
参
り
た
る
か
な
ど
思
し
て
さ
し
の
ぞ
き
た
ま
ふ
。
Ｂ
中
の
ほ
ど
な
る

障
子
の
細
目
に
開
き
た
る
よ
り
見
た
ま
へ
ば
、
Ｂ
障
子
の
あ
な
た
に
、
一
尺

ば
か
り
ひ
き
離
け
て

�
�風

立
て
た
り
。
そ
の
つ
ま
に
、
几
帳
、
簾
に
添
へ

て
立
て
た
り
。
帷
子
一
重
を
う
ち
懸
け
て
、
紫
苑
色
の
は
な
や
か
な
る
に
、

女
郎
花
の
織
物
と
見
ゆ
る
重
な
り
て
、
袖
口
さ
し
出
で
た
り
。

�
�風

の
一

枚
畳
ま
れ
た
る
よ
り
、
心
に
も
あ
ら
で
見
ゆ
る
な
め
り
。

今
参
り
の
口
惜
し
か
ら
ぬ
な
め
り
、
と
思
し
て
、
Ａ
こ
の
廂
に
通
ふ
障
子

を
、
い
と
み
そ
か
に
押
し
開
け
た
ま
ひ
て
、
や
を
ら
歩
み
寄
り
た
ま
ふ
も
、

人
知
ら
ず
。
こ
な
た
の
廊
の
中
の
壼
前
栽
の
い
と
を
か
し
う
色
々
に
咲
き
乱

れ
た
る
に
、
遣
水
の
わ
た
り
の
石
高
き
ほ
ど
い
と
を
か
し
け
れ
ば
、
端
近
く

添
ひ
臥
し
て
な
が
む
る
な
り
け
り
。
Ｂ
開
き
た
る
障
子
を
、
い
ま
少
し
押
し

開
け
て
、

�
�風

の
つ
ま
よ
り
の
ぞ
き
た
ま
ふ
に
、
宮
と
は
思
ひ
も
か
け
ず
、

例
、
こ
な
た
に
来
馴
れ
た
る
人
に
や
あ
ら
ん
と
思
ひ
て
起
き
上
り
た
る
様
体
、

い
と
を
か
し
う
見
ゆ
る
に
、
例
の
御
心
は
過
ぐ
し
た
ま
は
で
、
衣
の
裾
を
と

ら
へ
た
ま
ひ
て
、
Ｂ
こ
な
た
の
障
子
は
ひ
き
た
て
た
ま
ひ
て
、

�
�風

の
は

さ
ま
に
ゐ
た
ま
ひ
ぬ
。

あ
や
し
、
と
思
ひ
て
、
扇
を
さ
し
隠
し
て
、
見
か
へ
り
た
る
さ
ま
い
と
を

か
し
。
扇
を
持
た
せ
な
が
ら
と
ら
へ
た
ま
ひ
て
、
「
誰
ぞ
。
名
の
り
こ
そ
ゆ

か
し
け
れ
」
と
の
た
ま
ふ
に
、
む
く
つ
け
く
な
り
ぬ
。
さ
る
物
の
つ
ら
に
、

顔
を
外
ざ
ま
に
も
て
隠
し
て
、
い
と
い
た
う
忍
び
た
ま
へ
れ
ば
、
こ
の
、
た

だ
な
ら
ず
ほ
の
め
か
し
た
ま
ふ
ら
ん
大
将
に
や
、
か
う
ば
し
き
け
は
ひ
な
ど

も
思
ひ
わ
た
さ
る
る
に
、
い
と
恥
づ
か
し
く
せ
ん
方
な
し
。

乳
母
、
人
げ
の
例
な
ら
ぬ
を
あ
や
し
と
思
ひ
て
、

	あ
な
た
な
る

�風
を

『
源
氏
物
語
』
の

�風

―37―（37）

P

�風
絵
を
描
く

Q

�風
と
障
子
・
几
帳
の
取
り
合
わ
せ



押
し
開
け
て
来
た
り
。
「
こ
れ
は
い
か
な
る
こ
と
に
か
は
べ
ら
ん
。
あ
や
し

き
わ
ざ
に
も
は
べ
る
か
な
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ど
、
憚
り
た
ま
ふ
べ
き
こ
と
に
も

あ
ら
ず
、
か
く
う
ち
つ
け
な
る
御
し
わ
ざ
な
れ
ど
、
言
の
葉
多
か
る
御
本
性

な
れ
ば
、
何
や
か
や
と
の
た
ま
ふ
に
、
暮
れ
は
て
ぬ
れ
ど
、
「
誰
と
聞
か
ざ

ら
む
ほ
ど
は
ゆ
る
さ
じ
」
と
て
な
れ
な
れ
し
く
臥
し
た
ま
ふ
に
、
宮
な
り
け

り
、
と
思
ひ
は
つ
る
に
、
乳
母
、
言
は
ん
方
な
く
あ
き
れ
て
ゐ
た
り
。

大
殿
油
は
燈
籠
に
て
、「
い
ま
渡
ら
せ
た
ま
ひ
な
ん
」
と
人
々
言
ふ
な
り
。

御
前
な
ら
ぬ
方
の
御
格
子
ど
も
ぞ
下
ろ
す
な
る
。
こ
な
た
は
離
れ
た
る
方
に

し
な
し
て
、
高
き
棚
厨
子
一
具
ば
か
り
立
て
、

�
�風

の
袋
に
入
れ
こ
め
た

る
、
所
ど
こ
ろ
に
寄
せ
か
け
、
何
か
の
あ
ら
ら
か
な
る
さ
ま
に
し
放
ち
た
り
。

（
東
屋
巻
・
六
〇
～
二
頁
）

浮
舟
は
二
条
院
西
の
対
の
西
廂
北
側
に
居
室
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
引
用
は
、

中
君
が
洗
髪
中
で
、
若
君
も
寝
て
し
ま
っ
て
所
在
な
い
匂
宮
が
、
西
の
対
に
や
っ

て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
見
馴
れ
な
い
女
童
を
見
か
け
て
新
参
の
女
房
が
い
る
の

か
と
思
っ
て
垣
間
見
し
て
、
ま
だ
誰
と
も
不
明
の
浮
舟
を
見
つ
け
て
い
る
。
花
心

の
匂
宮
は
す
か
さ
ず
言
い
寄
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
、
障
子
・

�

風
・
几
帳
が
ド
ラ
マ
の
小
道
具
と
し
て
絶
妙
な
働
き
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

障
子
が
母
屋
と
西
廂
に
一
か
所
ず
つ
、
一
双
と
思
わ
れ
る

�風
と
几
帳
が
西
廂
に

室
礼
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

�障
具
の
隔
て
る
機
能
が
消
失
さ
れ
て
、

匂
宮
が
浮
舟
に
い
と
も
簡
単
に
迫
っ
て
い
く
様
子
が
立
体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
ず
障
子
で
、
母
屋
と
廂
の
隔
て
と
な
る
の
を
Ａ
、
西
廂
を
南
北
に
へ
だ
て
る

の
を
Ｂ
と
し
て
お
い
た
。
こ
こ
で
の
障
子
は
、
Ａ
Ｂ
と
も
閉
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
も
そ
も
は
母
屋
と
西
廂
を
隔
て
る
Ａ
の
障
子
が
開
い
て
い
な
か
っ
た
ら
、

浮
舟
は
発
見
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

西
廂
を
区
画
す
る
Ｂ
の
障
子
ま
で
、
細
め
に
開
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

こ
の
開
い
た
障
子
か
ら
、
一
重
帷
子
を
う
ち
懸
け
た
几
帳
か
ら
の
ぞ
く
浮
舟
の
袖

口
が
容
易
に
見
ら
れ
、
さ
ら
に
い
ま
少
し
押
し
開
け
る
こ
と
で
、
女
の
美
し
さ
が

分
か
り
、
衣
の
裾
を
捉
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｂ
の
障
子
を

閉
め
切
る
こ
と
で
、
女
を
口
説
く
空
間
と
し
て
い
る
。

物
語
展
開
に
お
い
て
、
匂
宮
の
前
に
あ
る
障
子
は
、
最
初
か
ら

�障
具
の
役
割

を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
開
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
女
の
発

見
や
、
そ
の
も
と
へ
の
侵
入
に
何
の
障
害
と
も
な
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
薫
の
前
に
あ
っ
た
、

�
�
�の

障
子
は
閉
め
ら
れ
た
ま
ま

で
、
開
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
、
障
子
の
穴
か
ら
の
垣
間
見

だ
け
が
有
効
な
の
で
あ
っ
た
。
障
子
の
開
閉
の
あ
り
よ
う
は
、
二
人
の
男
主
人
公

の
造
型
と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

浮
舟
の
袖
口
が
の
ぞ
く
几
帳
で
、「
帷
子
一
重
を
う
ち
懸
け
て
」
と
あ
る
の
は
、

横
木
に
懸
け
た
の
で
は
な
く
、
自
身
が
か
ぶ
る
よ
う
に
し
て
壷
前
栽
を
見
て
い
る

様
子
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
匂
宮
か
ら
は
袖
口
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ

れ
る
。

袖
口
が
見
え
た
の
は
、

�「

�風
の
一
枚
」
が
畳
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

人
が
通
っ
た
後
な
の
で
、
Ａ
Ｂ
の
障
子
が
開
い
て
い
て
、

�風
も
一
枚
畳
ま
れ
て

い
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
女
童
が
出
て
行
っ
た
あ
と
か
も
し
れ

な
い
。
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興
味
を
感
じ
た
匂
宮
は
、
Ｂ
の
障
子
を
今
少
し
押
し
開
け
て
、
さ
ら
に
一
枚
畳

ま
れ
た

�
�風

の
端
か
ら
覗
く
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
人
の
気
配
に
浮
舟
が
振

り
返
り
、
そ
の
容
姿
が
美
し
か
っ
た
た
め
に
、
衣
の
裾
を
捉
え
て
、
こ
の
障
子
を

閉
め
切
り
、

�「

�風
の
は
さ
ま
」
に
入
り
こ
ん
で
い
る
。
こ
こ
を
、
集
成
や
新

大
系
は
「
一
双
の

�風
と

�風
と
の
間
」
と
し
、
新
全
集
は
「

�風
と

�風
の
間
」

と
だ
け
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
「

�風
と
障
子
の
間
」
で
あ
ろ
う
。
一
双

か
ど
う
か
を
措
く
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
解
説
で
は
、
も
う
一
つ
の

�風
の
位
置

が
分
か
ら
な
い
。
「
は
さ
ま
」
は
、

�に
「
君
は
、
塗
籠
の
戸
の
細
目
に
開
き
た

る
を
、
や
を
ら
押
し
開
け
て
、
⑩
御

�風
の
は
さ
ま
に
伝
ひ
入
り
た
ま
ひ
ぬ
」
、

あ
る
い
は
、
「
や
を
ら
歩
み
出
で
て
、
簾
の
は
さ
ま
に
入
り
た
ま
ひ
ぬ
。
こ
の
入

り
つ
る
格
子
は
」（
空
蝉
巻
・
一
一
九
頁
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、

�風
や
簾
と
、

そ
の
近
く
に
語
ら
れ
て
い
る
物
と
の
間
の
意
に
な
る
。

�は
「

�風
と
塗
籠
の
戸

の
間
」
、
後
者
の
「
空
蝉
」
巻
は
「
簾
と
格
子
の
間
」
の
意
に
な
る
。
障
子
か
ら

は
「
一
尺
ば
か
り
ひ
き
離
け
て

�
�風

」
が
隔
た
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
折
れ

曲
が
る

�風
の
間
に
入
り
こ
め
ば
、
こ
れ
位
の
間
隔
で
も
大
丈
夫
な
の
で
あ
ろ
う
。

匂
宮
は
誰
と
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、

�「

�風
と
障
子
と
間
」
に
入
り
こ
ん
だ

の
だ
っ
た
。

�風
の
後
ろ
に
な
り
、
そ
こ
は
隠
れ
る
場
で
も
あ
っ
た
。

一
方
、
西
廂
の
気
配
を
変
だ
と
思
っ
た
乳
母
が
、
北
廂
か
ら
「

�あ
な
た
な
る

�風
を
押
し
開
け
て
」
や
っ
て
来
た
。
こ
の

�風
は
、
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
西

廂
北
側
に
置
か
れ
た

�風
に
な
る
。
そ
し
て
、
障
子
Ｂ
に
添
え
ら
れ
た

�風
と
一

双
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

�風
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
設
置
は
部
屋
と

し
て
の
区
画
で
あ
っ
た
。
浮
舟
の
居
室
内
部
は
、
一
双
の

�風
で
区
画
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
世
の
も
の
に
な
る
が
、
『
葉
月
物
語
絵
巻
』

（
一
巻
）
の
二
段
左
側
、
童
が
手
紙
を
差
し
出
し
て
い
る
姫
君
が
坐
る
と
こ
ろ
が

参
考
に
な
る
。

�風
が
一
双
置
か
れ
、
そ
の
あ
い
だ
の
空
間
に
姫
君
が
坐
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
双
の

�風
で
姫
君
の
居
室
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
葉
月

物
語
絵
巻
』
の
絵
は
平
安
時
代
末
の
成
立
と
さ
れ
る
の
で
、
六
曲
一
双
の

�風
の

成
立
は
、
美
術
史
の
室
町
時
代
と
す
る
通
説
と
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

乳
母
が
や
っ
て
き
て
も
動
じ
な
い
匂
宮
は
、
さ
ら
に
「
な
れ
な
れ
し
く
臥
し
た

ま
ふ
」
こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
、
す
で
に

�障
具
は
問
題
に
な
ら
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
後
に
「

�
�風

の
袋
に
入
れ
こ
め
た
る
」
さ
ま
が
語
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
こ
の
仕
舞
わ
れ
て
い
た

�風
が
、
匂
宮
に
と
っ
て
、
そ
の
隔
て
が

無
効
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、

�風
の
袋
に
つ
い
て
、
『
河
海
抄
』
は
「

�風
納
袋
事
今
（
世
）
い
た

く
な
き
事
に
や
。
上
古
の
事
歟
。
又
（
但
旧
記
見

云
々若
）
ゐ
中
ひ
た
る
躰
歟
」
と

し
て
い
る
が
、
正
倉
院
御
物
に
あ
り
、
田
舎
び
た
る
さ
ま
に
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
る

�風
の
用
例
を
、
そ
れ
な
り
に
分
類
し
、
意
義
づ

け
て
み
た
。

�風
は
、
開
放
的
な
寝
殿
造
の
様
式
に
必
須
な
、
建
物
内
を
随
意
に

区
画
し
、
分
割
で
き
る
屏
障
具
で
あ
っ
た
。
平
安
貴
族
た
ち
は
、

�風
を
任
意
に

配
置
す
る
こ
と
で
開
放
性
を
和
ら
げ
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

�風
の
特
性
は
、
几
帳
に
比
べ
て
、
部
屋
と
し
て
の
区
画
性
の
強
さ
に
あ
ろ
う
。

固
定
的
な
障
子
に
比
べ
る
と
、
区
画
性
は
劣
る
も
の
の
、
随
意
性
で
は
格
段
に
優
っ

て
い
た
。
最
後
に
見
た
よ
う
に
、
匂
宮
は

�風
に
よ
っ
て
、
そ
こ
が
区
画
さ
れ
た

一
角
で
、
女
の
居
場
所
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
部
屋

と
し
て
区
画
す
る
ま
で
も
な
い
場
合
は
、
隔
て
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、

裏
側
（
後
ろ
）
は
隠
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
た
。
几
帳
の
背
後
と
は
意
味
が
違
っ

た
の
で
あ
る
。

�風
は
恋
物
語
の
展
開
に
お
い
て
は
、
絶
妙
な
小
道
具
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

際
に
、

�風
だ
け
が
特
出
す
る
こ
と
は
な
く
、
他
の
屏
障
具
と
と
も
に
語
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
男
女
の
出
会
い
の
場
面
に
、
い
か
に
深
く
屏
障
具
が
関
わ
っ

て
い
た
か
が
、

�風
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

注

（

1）
拙

稿
「
『
源
氏
物
語
』
の
障
子

寝
殿
造
の

�障
具

」
（
『
源
氏
物
語
の

展

望
第

三
輯
』

三
弥

井
書

店
、
二

〇
〇

八
・

三
）
、
「
『
源
氏
物
語
』
の
几
帳
」
（
『
大

『
源
氏
物
語
』
の

�風

―39―（39）



妻
女
子
大
学
紀
要

文
系

』

47、
二
〇
一
五
・
三
）
、
「
『
源
氏
物
語
』
の
御
簾
」

（『
文
芸
研
究
（
明
治
大
学
文
学
部
紀
要
）』

�、
二
〇
一
五
・
三
）

（
2）

武
田
恒
夫
「

�風
絵
に
お
け
る
一
雙
方
式
の
成
立
」（『

�風
絵
の
成
立
と
展
開
』

日
本

�風
絵
集
成
一
、
講
談
社
、
一
九
八
一
・
七
）
、
渡
邉
裕
美
子
『
歌
が
権
力
の

象
徴
に
な
る
と
き

�風
歌
・
障
子
歌
の
世
界

』
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一

一
・
一
）
な
ど
。

（

3）
拙
稿
「
『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御

�風
歌
」

を
め
ぐ
っ
て

脩
子
内
親
王
裳
着
の
准
拠

」（『
大
妻
国
文
』

42、
二
〇
一
一
・

三
）、
秋
山
虔
・
小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
『
伊
勢
集
全
注
釈
』（
角
川
書
店
、
二
〇
一

六
・
一
一
）
な
ど
。

（

4）
徳
原
茂
実
「
右
大
将
定
国
四
十
の
賀
を
め
ぐ
っ
て
」（『
平
安
文
学
研
究
』

60、
一

九
七
八
・
一
〇
）

（

5）
拙
稿
「
絵
巻
で
見
る
平
安
時
代
の
暮
ら
し
第

25回
『
源
氏
物
語
』
「
柏
木

�」
段

の
「
柏
木
を
見
舞
う
夕
霧
」
を
読
み
解
く
」（
三
省
堂
Ｈ
Ｐ
・
ワ
ー
ド
ワ
イ
ズ
・
ウ
ェ

ブ
）

（

6）
田
島
智
子
『

�風
歌
の
研
究
論
考
編
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
・
三
）

（

7）
拙
稿
「『
源
氏
物
語
』
の
格
子
考
」（
宮
崎
荘
平
・
伊
藤
博
編
『
王
朝
女
流
文
学
の

新
展
望
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
三
・
五
）

（

8）
注（

1）の
几
帳
論
。

引
用
文
献

『
国
家
珍
宝
帳
』
は
宮
内
庁
Ｈ
Ｐ
、『
河
海
抄
』
は
『
紫
明
抄
河
海
抄
』（
角
川
書
店
）、
萩

原
弘
道
『
源
氏
物
語
評
釈
』
は
源
氏
物
語
古
註
釈
大
成
、『
細
流
抄
』『
弄
花
抄
』
は
源
氏

物
語
古
注
集
成
、『
岷
江
入
楚
』
は
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
、『
西
宮
記
』
は
神
道
大
系
、

『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』
は
大
日
本
古
記
録
、『
殿
記
』
は
改
定
史
籍
集
覧
、『
御
産
部

類
記
』
は
図
書
寮
叢
刊
、
『
類
聚
雑
要
抄
』
は
川
本
重
雄
・
小
泉
和
子
編
『
類
聚
雑
要
抄

指
図
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
）、『
雅
亮
装
束
抄
』
は
群
書
類
従
に
よ
っ
た
。
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